
日本音楽集団
PRO MUS漢CA N漢PPONiA

第24与回定期演奏会
The 245th Reguiar Con⊂ert

2025年

5月28日.水,
1 9:00開演(18:30開場)

漢会場:豊洲シビックセンター与「ホール
漢主催:特定非営利活動法人日本音楽集団

○後援 e公益数日本伝統文化振興財団

演出:原郷隆 演出助手:冨田慎平 構成:喜羽美帆 舞台監督:中島隆



〈開幕のためのセレモニー〉 三木稔1973年

〔箇〕 あかる潤

〔尺八I 〕 元水瓶

〔尺八Ⅱ 〕 川俣夜山

〔納棺三味線〕今暁政優

〔太樺三味線〕山崎千徳子

〔琵琶〕 藤商りえ子

〔二十絃〕 三宅礼子

〔等量〕 久東寿子

〔等Ⅱ〕 暮羽美帆

〔十七鮫〕 久本桂子

〔打楽器〕 魔窟順

山内利一

〔指揮〕 箕輪健太

破格を重んじた十年の営みを経て、私達には、もはや邦楽とか洋
楽といった規定の概念から突出し、この時代のこの国に深く根ざし
た様式の確率が要請されていると思われる。歩みを止めた邦楽から
の変身の介添役であった洋楽の影も、徐々に拭い去りたい。 197う年7月3日

そのようにして達する私たち一座のコンサートの理想像が私なりに 第19回定期

あり、その第一着手が、この〈開幕のためのセレモニー〉と副題した「ね・とり」
となった。もちろん言葉の意味は雅楽の「書取」に依拠するものである。
冒頭は常に全体の雰囲気へのヘゲモニーを握る。ポスター、ちらしでは実行し

たが、そのようなものは本来無署名でありたいし、音楽自体も、いうならば「無
為にして在る」ほどのものでありたかった。
いつしか始まり、さりげなく登場し、自然に音をとり、強いられることなく合

わさり、そして逐次過っていく。それもまた、どこか伝統に則っている。
これは作るもの、演ずるもの、受取るもの、なべて会場にある人同志のコンセ
ンサスを得るための時間にすぎない。音楽を想う必要はない。
さらにいうならば、拍手なども無用ではなかろうか、と考える。

三木稔 第19回初演プログラムより

3つのカプリ÷ス秋岸寛久2012年
〔尺八〕 原郷隆

〔三味線〕長井麻江

〔筆重〕 熊沢栄利子

〔等Ⅱ〕 桜井智永

〔十七絃〕久本桂子

楽器演奏って、自転車や事の運転、パソコンの操作などと比べるとずっ

と難しいと言われますよね。でも、地道で苦しい訓練を乗り越え、ある程

度自由に楽器が操れるようになったときの喜びは、ほかでは味わうことが

できないものでしょう。そしてさらにアンサンブルまで楽しめるわけです

から、全くうらやましいかぎりです。

読器と蒜

響無龍姉
そんなわけで、 「もし楽器が演奏できたら、気のあったセンスのいい仲間たちとこん

な音楽をアンサンブルしたい」という曲を作りました。本日のメンバーもきっとアンサ

ンブルを楽しんでくれることでしょう。その楽しさが伝わって、 「参加したい」と感じ

ていただけましたら幸いです。
秋岸寛久 第206回初演プログラムより

わとわ三字些聖芋
〔尺八萱〕原郷隆

〔尺八Ⅱ〕田野村聡

〔尺八Ⅲ〕元永拓

(笛)新保有生

〔三味線〕今施政優

〔琵琶〕 久保田晶子

〔二十絃〕三宅礼子

〔筆〕 桜井智永

〔十七絃〕久本桂子

〔打楽器〕多田恵子

慮塵順

冨田惧平

〔指揮〕 箕輪健太

「輪」と「和」をモチーフにした3つのMiniature Garden.

器驚霧鐙誓晋艶駕篭患琵鷺露悪嵩議書
だな変化が引き起こされている。 播
間中各々のパートが持つアイデンティティはある時は他のパート 第2Z胴定期

と同調し、あるときは位相のズレや距離感による関係性の変化を起こしつつも、
各々のペースを大きく崩すことなく保ち続け、また過度に破壊的になる事なく他
者との適度な緊張感と共に概ね和を保ち続ける。
特色として20願事を通常のダイアトニックではなくペンタトニックで調弦する

事で絶対音域の拡大と13鮫等のもつ豊かをレゾナンス特性を指向。
20鮫等が開発された経緯とは別視点からの原点回帰かつインベンション的側面も
持つ楽曲でもある。
I)廻(めぐる)

ディベルティメント的性格。
5 (2+3)拍子のリズムの上に3+3十3+2 = 11粕の諮譜的なモチーフが踊り、

5 (3十2)拍子の歌を引き出す。素数のせめぎ合いの中に和を見出だす。



Ⅱ)霧の円庭(きりのえにわ)

間奏曲。円を描くゆったりとした和みの時間。枯山水に浮かび上がる砂
紋の如く。

Ⅲ)輪舞曲(ろんど)

3+3+3十2= 11粕という端の欠けたいびつなワルツ的モチーフが支配する
ロンド。

他者との距離感において周期的に自己を再確認しつつ、他者を巻き込ん
で大きな輪を形成していく。

三宅一徳 第229回初演プログラムより

シンフォニエツタ・ルラーレ上平新路1992年
〔笛〕 山本一心

〔尺八I〕田野村聡

〔尺八Ⅱ〕饗庭凱山

〔尺八Ⅲ〕川俣夜山

〔三味線〕山崎千鶴子

〔琵琶〕 強雨りえ子

〔筆I〕 渡辺正子

〔筆Ⅱ〕 菖羽美帆

〔筆Ⅲ〕 森真理子

〔十七鮫〕丸岡映美

木内麻由

〔打楽器〕塵塵順

冨田摸平

〔指揮〕 苫米地英一

サブカルチャー以降、欧米のスノビズムと化した括弧付きの東洋思想

…その寸法に合わせた日本人の作品…日本のおいて、欧米の流行を味方
に付けることが、好評の保証なのであれば私はそうした作品は書かない。

このタイトルの「田舎風」というのは、欧米のスノビズム足り得ない、 1992年10月6日

日本人の意識の辺境性を指しているのであった、聞き取りやすいリズム、第125回定期

メロディ、東洋的造形の音楽時間的アナロジーの拒絶さとの関係は懇意的だ。

さて、最近流行のポピュラー的帳ごしの良さへの無条件降伏は、私には耐え難い。運

悪く私の作家イメージは、その範疇のようだ。この作品を聞いて未だそう思われるとし

たら…多分そうに違いない…私はとても不幸だ。
上野新路 第138回プログラムより

組曲「人形風土記」第二番
〔笛〕 新保有生

芝有維

〔尺八I〕元永拓

阪口タ山

〔尺八Ⅱ〕原邦隆

饗庭凱山

〔三味線〕杵家七三

長井麻江

〔琵琶〕 久保田晶子

〔胡弓〕 木場大輔(助演)

〔筆I〕 熊沢栄利子

木内麻由

〔等Ⅱ〕 渡辺正子

書羽美帆

〔十七絃〕久束寿子

森真理子

〔打楽器〕多田恵子

山内利一

〔指揮〕 苫米地英一

長澤勝俊1984年

日本には数多くの単純、素朴な郷土人形や郷土玩具がある。これらは我々

が祖先から受けついできた生活や心を、しっかりと形におさめ、現代に受音!
けつかれている。それは古拙ではあっても絶妙な美をもって今のわれわれに、 I

何ものかを語りかけてくる。 噂4年♀月5書目
第85回定期

私は18年前、これらの人形に触発され、 6つの素材をえらび作品を書いた。

今回は、新たに5つの素材をえらび艶聞「人形風土記」第二番としてまとめてみた。

l.三春人形

福島県郡山の近くにある三春地方に、江戸時代から伝わる張り子人形。天神、トラ、

玉うさぎ等、沢山の種類があるが、そのいずれもが軽妙かつおおらかで、人の心をと
らえてはなさない。

2.いづめこ人形

いづめことは保温用にめしぴつを入れるわら桶のことをいう。東北地方一帯には崖

繁期や冬期に幼児をこのわら桶の中に入れて育てる風習があった。ほほえましいこの

風習から郷土色豊かなこの人形が誕生したのだろう。

3.すすきみみずく

まだ江戸と呼ばれていたころの草深い武蔵野の面影をとどめているのが、このすす

きみみすくである。豊島区雑司が谷の鬼子母神境内で、お会式の前後に売られていた

ものである。すすきのふかふかした丸味を生かしてそのままみみすくの体にみたで
た奇抜なアイデアに感嘆させられる。

4.友引人形

関西よりはじまった風習といわれており、友引の日に葬式を出さねばならない時、棺

の中にこの人形を入れてやったことからこの名がある。子供、大人を問わず、深く人

形とかかわりながら生きてきた人間のいとなみを深く感じさせる。

5.凧(ハタ)

長崎地方では凧という字をハタとよむ。鎌倉時代には軍用として舞台の日印や、の

ろしの代用として使われた。以後日本全国に広がり、節句の祝いに、豊作への祈念や

感謝へと、空への憧れとともに庶民の夢を大きくうたいあげてきた。

長澤勝俊 第85回初演プログラムより
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東田はる奈
三浦はな

章真
西原祐二
三補元則

尺八
饗庭凱山
川侵攻山
陵ロタ山
竹井 誠
田野村 聡
原姉音∴蔭
渕上ラフアエル広志

元永 拓

米澤-∴詰
薮重乙∴淳

三味線
含巌政優☆
軒家七三
長井麻江
二代 目

山真正
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蓑田私大
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菩嵩鰐※ 菩誤智代
尾崎太一

琵琶
久保田晶子
田原順子
風高I)え子

筆

石井杏奈
伊蕊麻衣子※
岡山亮子※
木内麻由☆
久東寿子
熊沢栄利子
桜井智永
住麻里芙
島崎春美※

島村里香※
多田恵子
冨田憤乎
山内剰一
度 鹿瀬

指揮

稲田 康
苫米地英一
箕輪健太☆

作曲

相澤洋正
秋岸鬼久
川崎絵郁夫

篠田大介※
高橋久芙手
福嶋頼呑

アートマネージメント

大西愛子※

楽器・舞台

中馬∴∴隆

代表

尾崎太一

副代表
米澤音∴浩

事務局
中山美穂子

永久名誉団員
長澤膿俊
田村拓男

(☆印は前入団貝
類印くま休園中)

2025年4月見在

賛助会員へのお誇い
1999年10月、特定非営利活動法人日本音

楽集団が発足したのを契機に、賛助会員を

募集しています。

多くの方々からの支援を仰ぎ、息の長い活

動の定着と発展を目指したく、ご協力をお願

い申し上げます。

年間
◆個人会貝10,000円(-口以上)

◆法人会員30,000円(一口以上)回

ホームページに合いてら、禽申し込み方法など
騨しく二を内して秒)ます。

【貨助会則〈口数・五十竜顔)

[法人会員]

言寄運送株式会社

株式会社音和運輸
株式会社青和トラフィック

[個人会員]

池内 伸子
伊鹿,悦子
伊患 哲弼

伊瓜 美好
伊患∴忠夫
内山小次串
織田渾康寿
柿崎やよい
佐薦.玲子
新保美恵子
西川 浩平
沼金言哲哉

福田 輝男
三宅 一徳
元永 明和
元水臭代手
森∴ i絡美

山本 稿大
畑8石

盤鶉登記的

特定非営利活動法人

日本音楽集団
〒15 1-0073東京都渋谷区笹塚3-17-1滝沢ビルB I TELO3-3378-4741 FAXO3-3376-2033

ホームページhttp:l/www.promusica.orjp 日響謡軍団


